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は
じ
め
に

日
本
版
S
O
X
法
（
金
融
商
品
取
引
法
）

は
、
二
〇
〇
八
年
四
月
一
日
以
降
に
開
始

す
る
事
業
年
度
よ
り
適
用
さ
れ
る
。
日
本

版
S
O
X
法
を
は
じ
め
、
新
会
社
法
や
会

計
ビ
ッ
グ
バ
ン
な
ど
こ
こ
数
年
に
わ
た
る
法

規
制
の
変
化
は
、「
規
制
と
保
護
」か
ら「
自

由
と
規
律
」に
向
け
た
枠
組
み
の
変
化
と
い

う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
変
化
は
投
資

家
を
は
じ
め
と
す
る
資
本
市
場
の
影
響
力

を
大
き
く
し
、
実
際
、
買
収
や
T
O
B
な
ど

を
通
し
て
資
本
の
論
理
が
顕
在
化
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
投
資
家
か
ら
は
リ
ス
ク
に
見

合
う
リ
タ
ー
ン
を
厳
し
く
求
め
ら
れ
る
。
同

時
に
、
リ
タ
ー
ン
の
前
提
と
な
る
リ
ス
ク
を

許
容
範
囲
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
こ
と
も
求

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
変
化
の
激
し
い
事

業
環
境
の
中
で
、
成
長
に
向
け
て
ア
ク
セ
ル

を
踏
み
込
む
た
め
に
は
、
適
切
な
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
、
内
部
統
制
の
導
入
・
運
営
と
い

う
ブ
レ
ー
キ
が
不
可
欠
と
い
う
こ
と
だ
ろ

う
。
リ
ス
ク
と
リ
タ
ー
ン
を
厳
し
く
問
う
投

資
家
を
前
に
し
て
、
企
業
は
日
本
版
S
O

X
法
と
い
う
必
達
条
件
を
ク
リ
ア
す
る
一

方
、
投
下
資
本
と
リ
ス
ク
リ
タ
ー
ン
を
的
確

に
把
握
で
き
る
経
営
管
理
体
制
の
整
備
も

必
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

日
本
版
S
O
X
法
と
い
う
必
達
条
件
ク

リ
ア
だ
け
を
考
え
て
も
、
実
施
基
準
が
公

開
さ
れ
て
い
な
い
、
時
間
と
リ
ソ
ー
ス
の
制
約

が
あ
る
な
ど
越
え
る
べ
き
ハ
ー
ド
ル
は
高
そ

う
だ
。
こ
う
し
た
状
況
下
、
各
企
業
は
自

分
た
ち
が
今
、
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
る
べ

き
だ
と
認
識
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
調
査

に
よ
っ
て
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、「
業
務
改

革
・
改
善
」、「
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
リ
ス
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト（
以
下
E
R
M
と
記
述
）」ま
で
も
見

据
え
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る
予
想
以

上
に
多
く
の
企
業
の
姿
で
あ
っ
た
。
短
期
的

な
対
応
と
し
て
内
部
統
制
監
査
を
パ
ス
す

る
だ
け
で
な
く
、
日
本
版
S
O
X
法
を
契

機
に
業
務
／
I
T
の
見
直
し
、
統
合
的
な

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ
セ
ス
の
整
備
を
進

財
務
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
サ
ー
ベ
イ

﹇
調
査
方
法
﹈

無
作
為
に
抽
出
し
た
上
場
企
業
五
〇
〇
社
の
財
務
担
当
役
員
宛
に

調
査
票
を
送
付

調
査
期
間：

二
〇
〇
六
年
七
月
二
一
日
〜
八
月
一
〇
日

調
査
票
回
収
数：

一
〇
六
社
（
回
収
率
ニ
一
・
ニ
％
）

実
施：

日
本
C
F
O
協
会

日
本
版
S
O
X
法
（
金
融
商
品
取
引
法
）の
成
立
に
よ
り
、
財
務
報
告
に
係
わ
る

内
部
統
制
の
評
価
お
よ
び
監
査
の
制
度
が
二
〇
〇
八
年
四
月
一
日
開
始
事
業
年
度
か
ら

上
場
企
業
等
に
対
し
て
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

企
業
の
内
部
統
制
に
対
し
て
経
営
ト
ッ
プ
の
責
任
が
厳
し
く
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

実
施
基
準
が
公
開
さ
れ
て
お
ら
ず
（
注
1
）
、
時
間
・
リ
ソ
ー
ス
の
制
約
が
あ
る
状
況
下
、
各
企
業
は

ど
の
よ
う
に
対
応
し
、
経
営
に
活
か
そ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
先
行
し
て
S
O
X
法
が
施
行
さ
れ
て
い
る

米
国
の
現
状
と
課
題
、
日
本
独
自
の
内
部
統
制
基
本
要
素
で
あ
る「
I
T
へ
の
対
応
」を
踏
ま
え
て
、

企
業
の
内
部
統
制
管
理
の
実
態
と
今
後
の
課
題
認
識
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

今
回
の
サ
ー
ベ
イ
は
、
C
F
O
の
役
割
と
課
題
、
財
務
報
告
に
か
か
る
内
部
統
制
強
化
の
現
状
と
課
題
、

全
社
的
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ
の
展
開
、
に
つ
い
て
実
態
調
査
を
行
っ
た
。
回
答
企
業
の
プ
ロ
フ
ァ
イ
ル
は
、
製
造
業
が
六
〇
％
、

グ
ル
ー
プ
年
商
一
、
〇
〇
〇
億
円
超
が
六
二
％
、
グ
ル
ー
プ
従
業
員
一
、
〇
〇
〇
人
超
が
八
一
％
で
あ
っ
た
。

誌
面
の
都
合
で
本
稿
で
は
調
査
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

財
務
報
告
と
内
部
統
制

特
集

中
野
浩
志
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部
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評
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指
導
士



め
る
中
で
、
中
長
期
的
な
事
業
基
盤
を
強

化
し
よ
う
と
し
て
い
る
企
業
も
か
な
り
の
数

に
上
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

C
F
O
の
最
優
先
課
題

ま
ず
、
C
F
O
の
最
優
先
課
題
を
見
て
み

よ
う（
図
1
）。
全
社
的
視
点
で
各
事
業
を

理
解
し
て
事
業
計
画
立
案
を
支
援
す
る
こ

と
、
そ
し
て
経
営
や
事
業
遂
行
に
伴
う
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
内
部
統
制
強
化
が
今
後

の
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
。
成
長
に
向

け
た
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
、
双
方
の
仕
組

み
作
り
が
C
F
O
の
最
重
要
課
題
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
前
回
調
査（
注
2
）か
ら
約
二

年
経
ち
、
明
ら
か
に
異
な
る
の
は
、「
E
R
M

と
内
部
統
制
強
化
」に
対
す
る
課
題
認
識

の
高
ま
り
で
あ
る
。「
E
R
M
と
内
部
統
制
強

化
」を
今
後
の
課
題
と
認
識
す
る
企
業
が

一
番
多
く
な
り
、
二
年
前
と
比
較
し
て
も

一
二
ポ
イ
ン
ト
伸
び
て
い
る
。

法
規
制
対
応
と
い
う
観
点
で
は
日
本
版

S
O
X
法
の
圧
勝
で
あ
る（
図
2
）。
前
回
調

査
時
に
存
在
し
な
か
っ
た
新
し
い
法
規
制
を

緊
急
性
の
高
い
課
題
と
認
識
し
て
い
る
こ
と

が
伺
え
る
。
統
合
的
な
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
も
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
ま
ず
は
、
今
そ
こ

に
あ
る
危
機
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
最
優

先
、
と
い
う
の
が
企
業
の
実
情
だ
ろ
う
。

対
応
状
況
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
大
半

の
企
業
で
対
応
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ

活
動
中（
ま
た
は
活
動
予
定
）で
あ
る（
図
3
）。

こ
こ
で
特
徴
的
な
の
は
、
内
部
統
制
全
般
を

視
野
に
入
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
企

業
の
多
さ
で
あ
る
。
半
数
の
企
業
が
内
部

統
制
全
般
を
視
野
に
入
れ
て
お
り
、
日
本

版
S
O
X
法
対
応
に
絞
っ
て
い
る
企
業
は
一

九
％
で
あ
っ
た
。
で
は
、
日
本
版
S
O
X
法

と
い
う
必
達
条
件
か
ら
一
歩
踏
み
出
す
先

は
ど
こ
で
あ
ろ
う
か
。
図
4
を
見
て
い
た
だ

き
た
い
。「
業
務
改
革
・
改
善
」、「
E
R
M
」、

「
I
T
基
盤
整
備
」を
取
り
組
む
べ
き
テ
ー
マ

と
し
て
掲
げ
る
企
業
が
多
い
こ
と
が
分
か

る
。
中
で
も
「
業
務
改
革
・
改
善
」
を
取
り

組
み
テ
ー
マ
と
し
て
挙
げ
た
企
業
は
八
割
を

超
え
る
結
果
と
な
っ
た
。
今
回
の
取
り
組
み

を
、
日
本
版
S
O
X
法
対
応
と
い
う
受
身
に

終
わ
ら
せ
ず
、
業
務
／
I
T
の
見
直
し
、
統

合
的
な
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
整
備
に
向
け

て
活
用
し
よ
う
と
す
る
企
業
の
意
志
を
反

映
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
一
方
、「
シ
ェ
ア

ド
サ
ー
ビ
ス
」ま
で
踏
み
込
ん
で
取
り
組
も

う
と
し
て
い
る
企
業
は
三
％
と
少
数
派
だ
っ

た
。
グ
ル
ー
プ
全
体
で
業
務
／
I
T
を
標
準

化
・
集
約
化
す
る
こ
と
は
、
業
務
の
効
率
化

の
み
な
ら
ず
内
部
統
制
に
も
有
効
で
あ
る

こ
と
は
理
解
し
つ
つ
、
こ
こ
ま
で
踏
み
込
む

余
裕
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
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財
務
報
告
に
か
か
る
内
部
統
制
強
化

内
部
統
制
の
四
つ
の
目
的（
①
業
務
の
有

効
性
お
よ
び
効
率
性
、
②
財
務
報
告
の
信

頼
性
、
③
事
業
活
動
に
か
か
わ
る
法
令
等

の
遵
守
、
④
資
産
の
保
全
）の
う
ち
、
今
回

の
法
規
制
の
対
象
と
な
る
の
は「
財
務
報
告

の
信
頼
性
」で
あ
る
。
財
務
報
告
に
か
か
る

内
部
統
制
強
化
を
実
現
す
る
た
め
に
は
何

が
必
要
と
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
C
F
O
が

重
要
と
考
え
る
上
位
三
項
目
は
前
回
と
変

わ
ら
な
か
っ
た（
図
5
）。
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
活

用
（
三
一
％
）、ス
タ
ッ
フ
の
教
育
（
二
九
％
）、

社
内
情
報
シ
ス
テ
ム
整
備
（
一
七
％
）で
あ

る
。
二
年
前
と
比
較
す
る
と
、
C
O
S
O
モ

デ
ル
な
ど
既
存
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
導
入

を
重
要
視
し
て
い
る
企
業
が
大
幅
に
増
え

た（
前
回
一
九
％
）。
昨
年
、
企
業
会
計
審

議
会
か
ら「
財
務
報
告
に
係
わ
る
内
部
統

制
の
評
価
お
よ
び
監
査
の
基
準
の
あ
り
方

に
つ
い
て
」が
公
表
さ
れ
、フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に

対
す
る
認
知
度
の
高
ま
り
が
反
映
さ
れ
た

と
思
わ
れ
る
。
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
導
入
し
、

内
部
統
制
を
強
化
す
る
に
は「
業
務
手
順
」

「
人
」「
I
T
」を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
整
備
す
る
こ

と
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
ま
ず
、
現
状
の
業

務
プ
ロ
セ
ス
に
お
け
る
統
制
は
十
分
で
あ
る

か「
業
務
手
順
」の
点
検
・
整
備
を
行
い
、
決

め
ら
れ
た
業
務
手
順
ど
お
り
の
運
用
を
組

織
の
末
端
ま
で
浸
透
さ
せ
る
た
め
に「
人
」

を
動
機
付
け
・
教
育
し
、
内
部
統
制
を
継

続
的
に
維
持
運
用
し
つ
つ
長
期
的
な
費
用

の
低
減
を
行
う
た
め
に「
I
T
」を
活
用
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

先
行
し
て
い
る
米
国
企
業
に
学
ぶ

こ
れ
か
ら
備
え
る
企
業
に
と
っ
て
経
験
者

に
学
ぶ
と
こ
ろ
は
多
い
。
二
〇
〇
四
年
に
S

O
X
法
対
応
を
迫
ら
れ
た
米
国
企
業
で
は

一
体
何
が
起
こ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
今
年
発

表
さ
れ
た
米
国
企
業
事
例
か
ら
年
度
別
に

ポ
イ
ン
ト
を
抜
粋
し
た
。二
〇
〇
四
年
度
は
、

い
わ
ば
文
書
化
の
年
で
あ
り
、
統
制
の
文
書

化
が
キ
ー
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
文
書
が
整

備
さ
れ
た
一
方
、
統
制
の
テ
ス
ト
、
評
価
の

多
く
は
手
作
業
で
あ
っ
た
。
二
〇
〇
五
年
は
、

テ
ス
ト
対
象
と
な
る
統
制
の
多
さ
と
手
作

業
に
依
存
し
た
統
制
・
テ
ス
ト
手
続
が
コ
ス

ト
と
し
て
表
面
化
し
た
。
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
ア
プ

ロ
ー
チ
、
リ
ス
ク
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
テ
ス
ト
対

象
統
制
範
囲
や
テ
ス
ト
ア
プ
ロ
ー
チ
の
見
直

し
、
業
務
プ
ロ
セ
ス
内
の
潜
在
リ
ス
ク
を
緩

和
す
る
た
め
の
業
務
プ
ロ
セ
ス
設
計
改
善
、

統
制
・
テ
ス
ト
手
続
き
の
自
動
化
が
効
果
的

な
S
O
X
法
対
応
で
あ
る
と
の
認
識
が
広
が

っ
た
。
実
際
、
昨
年
八
月
に
大
手
監
査
法

人
が
行
っ
た
調
査（
13
頁「
参
考
情
報
」）で

は
、
六
割
以
上
の
企
業
が
テ
ス
ト
対
象
の
統

制
数
を
減
ら
す
予
定
と
答
え
て
い
る
。
二
〇

〇
六
年
度
は
、
中
長
期
的
に
持
続
可
能
な

統
制
基
盤
構
築
に
向
け
た
年
に
な
り
そ
う

だ
。
グ
ル
ー
プ
レ
ベ
ル
で
の
業
務
／
I
T
の
標

準
化
、
統
制
の
自
動
化
、
I
T
を
利
用
し
た

異
常
デ
ー
タ
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
な
ど
に
本
格
的

に
取
り
組
む
米
国
企
業
は
少
な
く
な
い
。

こ
う
し
た
流
れ
を
見
る
と
文
書
化
は
も
ち

ろ
ん
大
事
で
あ
る
が
、
内
部
統
制
の
盲
点
を

発
見
し
て「
業
務
プ
ロ
セ
ス
」を
見
直
し
、「
I

T
」を
利
用
し
て
統
制
を
業
務
プ
ロ
セ
ス
に

埋
め
込
む
こ
と
が
持
続
可
能
な
内
部
統
制

基
盤
を
構
築
し
、
適
正
コ
ス
ト
で
維
持
運
用

す
る
た
め
の
鍵
に
な
り
そ
う
で
あ
る
。「
ケ
ー

ス
ス
タ
デ
ィ
①
」の
米
国
企
業
の
よ
う
に
、
強

さ
の
源
泉
と
な
る
業
務
プ
ロ
セ
ス
以
外
は
、

E
R
P
を
雛
形
に
業
務
／
I
T
の
標
準
化
と

内
部
統
制
整
備
を
行
う
の
も
有
効
な
ア
プ

ロ
ー
チ
と
思
わ
れ
る
。
従
来
、
従
業
員
教
育

や
企
業
文
化
な
ど「
人
」を
重
視
し
て
き
た

日
本
企
業
で
あ
る
が
、
そ
の
良
さ
は
そ
の
ま

ま
活
か
す
一
方
で
、
時
間
軸
の
先
で「
業
務

プ
ロ
セ
ス
」「
I
T
」を
活
用
し
な
が
ら
苦
労

を
重
ね
て
い
る
米
国
企
業
か
ら
学
べ
る
こ
と

も
多
い
は
ず
で
あ
る
。

内
部
統
制
の
持
続
可
能
性
を

高
め
る
に
は

I
T
と
内
部
統
制
は
切
り
離
せ
な
い
。
ほ

と
ん
ど
の
企
業
に
お
い
て
、
販
売
、
購
買
、
会

計
な
ど
の
業
務
は
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
な
さ

れ
る
か
ら
だ
。
日
本
版
S
O
X
法
で
も「
I

特
集財務報告と内部統制

COSOモデルなど既存の�
フレームワークの活用 31%

スタッフの教育・増員 29%

外部のリスク管理/監査企業に�
アウトソーシング 2%

社内情報システムの�
整備 17%

現時点で解らない 15%

日本版SOX法への対応のみ考慮したプロジェクトを�
立ち上げ活動中（または活動予定） 19％�

近 プ々ロジェクトを�
立ち上げる予定 18％�

情報収集の段階 12％�

図3●日本版SOX法への対応を踏まえた�
　　  プロジェクト活動状況�

図5●財務報告にかかる内部統制強化を実現する�
         ために最も重要と考えるもの�
その他 5% （複数回答）�

図4●日本版SOX法への対応として、�
         文書化の他に取り組む必要があるテーマ�

内部統制全般を視野に入れた
プロジェクトを立ち上げ�
活動中（または活動予定）�
49％�

その他 2%無回答 1%

業務改革・改善�

ERM�

IT基盤整備�

ITバージョンアップ�

IT適用領域拡張�

SSC／アウトソーシング�

無回答�

82
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T
へ
の
対
応
」を
と
て
も
重
視
し
て
い
る
。
で

は
、
各
企
業
は
I
T
の
役
割
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
図
6
を
見
て
い
た

だ
く
と
、
統
制
の
自
動
化（
四
四
％
）、
持
続

可
能
性（
三
〇
％
）に
対
す
る
期
待
が
高
く
、

I
T
は
内
部
統
制
を
維
持
継
続
す
る
た
め

の
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

分
か
る
。

会
社
全
体
の
内
部
統
制
は
マ
ニ
ュ
ア
ル
統

制
と
シ
ス
テ
ム
統
制
の
組
み
合
わ
せ
で
構
成

さ
れ
る
が
、
適
切
な
範
囲
で
統
制
の
シ
ス
テ

ム
化
を
進
め
て
い
く
こ
と
は
、
監
査
品
質
を

保
ち
、コ
ス
ト
を
抑
え
な
が
ら
内
部
統
制
を

維
持
・
運
用
し
て
い
く
上
で
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
で
あ
る
。
手
作
業
に
よ
る
統
制
を
シ
ス
テ

ム
的
な
統
制
に
変
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人

手
に
よ
る
エ
ラ
ー
回
避
や
業
務
ス
ピ
ー
ド
の

確
保
、
組
織
変
更
や
異
動
に
よ
る
再
教
育

コ
ス
ト
低
減
の
他
、
人
的
資
源
を
内
部
統

制
か
ら
よ
り
戦
略
的
な
仕
事
に
シ
フ
ト
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

一
方
、
調
査
対
象
C
F
O
の
約
半
数（
四

八
％
）が
内
部
統
制
と
い
う
観
点
で
現
在
の

I
T
シ
ス
テ
ム
に
満
足
し
て
い
な
い
こ
と
も
明

ら
か
に
な
っ
て
い
る
。
で
は
、
今
後
I
T
を
導

入
す
る
場
合
に
ど
の
よ
う
な
方
法
を
考
え
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。
約
半
数（
五
五
％
）の
C

F
O
が
業
務
プ
ロ
セ
ス
を
検
証
し
、
必
要
な

変
更
を
明
ら
か
に
す
る
と
答
え
て
い
る
。
必

要
な
変
更
箇
所
と
は
ど
こ
で
あ
ろ
う
か
。
米

国
大
手
監
査
法
人
に
よ
る
調
査
結
果
が
参

考
に
な
る（
13
頁「
参
考
情
報
」）。「
参
考
情

報
」の
上
図
が
米
S
O
X
法
四
〇
四
条（
財
務

報
告
に
係
る
内
部
統
制
の
有
効
性
評
価
）に

関
連
し
た
統
制
で
、
重
大
な
修
正
が
必
要
と

な
っ
た
分
野
で
あ
る
。
多
く
の
業
務
分
野
で

統
制
の
修
正
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
が
、
特
に

際
立
つ
の
が
I
T（
情
報
シ
ス
テ
ム
）だ
。
下
図

を
見
る
と
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
／
ユ
ー
ザ
ー
ア
ク
セ

ス
が
I
T
統
制
に
お
け
る
最
重
要
課
題
で
あ

る
こ
と
が
分
か
る
。「
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
②
」で
紹

介
し
た
消
費
財
メ
ー
カ
ー
の
よ
う
に
、
米
国

で
は
職
務
分
掌
の
観
点
か
ら
権
限
設
定
の
妥

当
性
が
監
査
法
人
か
ら
厳
し
く
問
わ
れ
て
い

る
。
権
限
設
定
は
、「
誰
が
何
を
で
き
る
か
」

を
定
義
す
る
内
部
統
制
の
中
枢
で
あ
る
。
日

本
で
は
職
務
分
掌
の
妥
当
性
よ
り
も
運
用

や
効
率
性
の
観
点
か
ら
権
限
を
ゆ
る
く
設

定
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
な
い
の
で
注
意

が
必
要
だ
。
ま
た
、
変
更
管
理
も
重
要
課
題

と
な
り
そ
う
だ
。
悪
意
の
あ
る
人
が
シ
ス
テ

ム
に
ア
ク
セ
ス
し
て
統
制
に
関
す
る
設
定
を

痕
跡
を
残
さ
ず
変
更
で
き
る
よ
う
な
ら
内

部
統
制
は
有
効
と
い
え
な
い
。
統
制
の
自
動

化（
シ
ス
テ
ム
化
）は
、
適
切
な
変
更
管
理
の

運
用
が
前
提
条
件
に
な
る
。

で
は
、
限
ら
れ
た
リ
ソ
ー
ス
と
時
間
の
制

約
状
況
下
、
内
部
統
制
文
書
化
と
I
T
導

入
に
よ
る
統
制
自
動
化
の
両
立
は
可
能
で

あ
ろ
う
か
。
図
7
を
見
て
い
た
だ
く
と
、
業

務
／
I
T
を
両
面
か
ら
効
率
的
に
整
備
す

る
に
は
同
時
進
行
が
望
ま
し
い
と
考
え
る

企
業
が
半
数（
五
一
％
）あ
る
一
方
で
、
準

備
期
間
と
リ
ソ
ー
ス
不
足
か
ら
I
T
導
入
よ

り
も
文
書
化
を
優
先
さ
せ
る
べ
き
と
考
え

全
米
三
四
州
に
天
然
ガ
ス
を
供
給
す
る
米

ガ
ス
大
手
企
業
A
社
の
S
O
X
法
対
応
事
例
を

紹
介
す
る
。

同
社
は
、
二
〇
〇
四
年
三
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

証
券
取
引
所
上
場
企
業
と
合
併
し
た
た
め
S

O
X
法
へ
の
対
応
が
必
要
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ

が
合
併
に
伴
う
作
業
が
長
引
き
、
S
O
X
法
準

備
に
着
手
し
た
時
点
で
残
さ
れ
た
期
間
は
一

〇
ヵ
月
し
か
な
か
っ
た
。
テ
ス
ト
期
間
を
含
め

て
通
常
二
年
程
度
か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
る
S

O
X
法
対
応
を
い
か
に
短
期
間
で
進
め
る
か
が

大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。

課
題
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
一
九
八

〇
年
代
に
自
社
開
発
し
た
基
幹
業
務
シ
ス
テ
ム

で
は
、
会
計
や
購
買
な
ど
の
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ご
と
に
マ
ス
タ
ー
デ
ー
タ
の
項
目
が
異
な
り
、
S

O
X
法
が
求
め
る
財
務
会
計
の
正
確
性
を
担

保
す
る
こ
と
が
難
し
い
点
だ
。
ま
た
、
A
社
は

企
業
買
収
を
重
ね
て
成
長
し
て
い
る
た
め
、
連

結
各
社
で
利
用
す
る
シ
ス
テ
ム
が
異
な
り
、
連

結
企
業
間
で
の
デ
ー
タ
不
整
合
も
発
生
し
て
い

た
。こ

れ
ら
を
解
決
す
る
た
め
に
、
E
R
P
を
活

用
し
て
グ
ル
ー
プ
全
体
で
シ
ス
テ
ム
を
統
一
す

る
と
い
う
の
が
A
社
の
下
し
た
結
論
だ
っ
た
。

同
社
は
、
E
R
P
を
利
用
し
て
、
本
社
お
よ
び

連
結
対
象
企
業
計
五
〇
社
の
会
計
・
購
買
シ
ス

テ
ム
を
刷
新
に
踏
み
切
っ
た
。
一
〇
ヵ
月
で
E

R
P
導
入
と
同
時
並
行
で
内
部
統
制
の
整
備

を
行
う
。
こ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
乗
り
切
る
た
め

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
利
用

し
た
。
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
フ
ァ
ー
ム
の
提
供
す

る
E
R
P
導
入
テ
ン
プ
レ
ー
ト（
E
R
P
の
パ
ラ
メ

ー
タ
設
定
方
法
や
導
入
に
必
要
な
文
書
を
組

み
合
わ
せ
た
も
の
）
を
利
用
し
て
、
開
発
期
間

の
短
縮
化
と
同
時
に
、
内
部
統
制
文
書
作
成

負
荷
の
軽
減
を
図
っ
た
。

テ
ン
プ
レ
ー
ト
に
は
、
テ
ン
プ
レ
ー
ト
を
標
準

利
用
す
る
場
合
の
業
務
プ
ロ
セ
ス
や
、
E
R
P

パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
間
で
の
デ
ー
タ
受
渡

し
方
法
な
ど
が
記
述
さ
れ
た
文
書
が
付
属
し

て
お
り
、
そ
れ
を
内
部
統
制
文
書
と
し
て
利
用

し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
合
わ
せ

て
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
変
更
を
行
い
、
連
結
各
社

の
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
標
準
化
を
進
め
た
点
も
重

要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
。
追
加
開
発
な
く
パ
ッ
ケ
ー

ジ
を
導
入
し
た
こ
と
は
、
監
査
項
目
削
減
と
い

う
効
果
も
生
み
出
し
て
い
る
。

I
T
と
内
部
統
制
整
備
を
同
時
進
行
で
推
進
し
た
事
例

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
�1

準拠に要する継続的な�
コストを削減 17%

内部統制プロセスを�
自動化 44%

継続的な準拠体制を徹底、�
監視 30%

図6●財務報告にかかる内部統制強化という�
         観点から、最もITに期待する分野�
リスクを管理 5%

会計基準の変化への�
柔軟な対応を支援 3%

無回答 1%
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る
企
業
も
多
い（
四
〇
％
）こ
と
が
わ
か
る
。

内
部
統
制
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
方
針
や
整
備
状

況
、
利
用
可
能
な
社
内
・
外
部
リ
ソ
ー
ス
な

ど
各
社
の
事
情
の
違
い
を
反
映
し
た
結
果

と
な
っ
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
回
の
イ
ベ

ン
ト
を
現
場
の
疲
弊
に
終
わ
ら
せ
ず
経
営

に
活
か
す
た
め
に
は
、
何
を
い
つ
ま
で
に
行

う
か
と
い
う
こ
と
を
短
期
、
中
長
期
の
両
面

で
考
え
、
自
社
に
合
っ
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
描

き
、
で
き
る
と
こ
ろ
か
ら
段
階
的
に
進
め
て

い
く
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
そ
う
だ
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
立
案
、
推
進
に
あ
た
り
、
専
門

家
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
欠
か
せ
な
い
。
日
本
版
S

O
X
法
に
準
拠
し
、
内
部
統
制
監
査
を
パ

ス
す
る
た
め
に
は
、
監
査
法
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
定
期
レ
ビ
ュ
ー
が
欠
か
せ
な
い

こ
と
は
米
国
事
例
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

内
部
統
制
強
化
の
メ
リ
ッ
ト

そ
れ
で
は
、
財
務
報
告
に
か
か
る
内
部
統

制
強
化
の
メ
リ
ッ
ト
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ら

れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。「
統
合
化
さ
れ
た
財

務
・
経
理
情
報
へ
の
信
頼
性
向
上
」（
四

二
％
）、「
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
透
明
性
向
上
」

（
四
二
％
）を
C
F
O
は
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
挙

げ
て
い
る（
図
8
）。
二
年
前
と
比
較
す
る
と

業
務
プ
ロ
セ
ス
の
透
明
性
を
メ
リ
ッ
ト
と
し
て

挙
げ
る
C
F
O
が
七
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
い

る
。
文
書
化
を
通
し
た
リ
ス
ク
・
統
制
の
可

視
化
が
、
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
透
明
性
向
上
に

も
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
先

行
し
て
い
る
米
国
で
は
ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト

が
出
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
米
国
大
手
監
査
法

人
が
昨
年
行
っ
た
調
査
で
は
、コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
を
超
え
た
四
〇
四
条
対
応
の
メ
リ
ッ
ト

と
し
て
、「
統
制
オ
ー
ナ
ー
の
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ

テ
ィ
向
上
」（
八
七
％
）、「
財
務
会
計
プ
ロ
セ

ス
の
改
善
」（
八
三
％
）、「
シ
ス
テ
ム
改
善
」

（
七
〇
％
）が
挙
げ
ら
れ
た
。「
人
」「
業
務
プ

ロ
セ
ス
」「
I
T
」そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
で
効
果
が

出
た
こ
と
に
な
る
。
特
に
、
統
制
の
オ
ー
ナ

ー
シ
ッ
プ
、
説
明
責
任
意
識
の
向
上
と
い
う

変
化
を
重
要
な
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
挙
げ
た
企

業
が
多
か
っ
た
の
は
興
味
深
い
。

E
R
M
ー
ー
統
合
リ
ス
ク
管
理
に
向
け
た

取
り
組
み

文
書
化
以
外
の
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
た
E
R
M
の
取
り
組
み
状
況
は
ど
う
で

あ
ろ
う
か
。
E
R
M
は
本
来
、
戦
略
に
基
づ

い
た
企
業
運
営
の
た
め
の
包
括
的
な
フ
レ
ー

ム
ワ
ー
ク
で
あ
る
。
企
業
目
標
達
成
の
た
め

の
阻
害
要
因
を
リ
ス
ク
と
し
て
顕
在
化
さ

せ
る
と
と
も
に
、
リ
ス
ク
を
目
標
許
容
範
囲

内
に
管
理
し
、
企
業
目
標
達
成
に
合
理
的

な
保
障
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

全
社
で
遂
行
す
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
プ
ロ

セ
ス
と
も
い
え
る
。
で
は
、
E
R
M
の
取
り
組

み
は
ど
の
よ
う
に
組
織
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う

か
。
図
9
を
見
る
と
、「
既
存
の
部
門
に
担

当
者
を
指
名
」（
二
九
％
）す
る
方
法
が
一

番
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
が
、「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
を
専
門
に
扱
う
新
部
署
を
設
置
」（
二

一
％
）と
い
う
組
織
的
な
対
応
も
多
く
の
C

世
界
的
な
ブ
ラ
ン
ド
を
持
つ
外
資
系
消
費
財

メ
ー
カ
ー
日
本
法
人
で
も
権
限
設
定
の
見
直
し

を
迫
ら
れ
た
。

同
社
は
、
会
計
、
在
庫
管
理
、
購
買
管
理
に

E
R
P
を
採
用
し
て
お
り
、
グ
ル
ー
プ
レ
ベ
ル
の
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
内
部
統
制
に
対
す
る
意
識

も
高
い
。
E
R
P
で
権
限
は
詳
細
に
設
定
で
き
る

が
そ
れ
で
は
十
分
で
な
か
っ
た
。
米
国
S
O
X
法

で
外
部
監
査
法
人
か
ら
求
め
ら
れ
る
の
は
、
詳

細
に
設
定
し
た
権
限
の
組
み
合
わ
せ
の
妥
当

性
、つ
ま
り
、ユ
ー
ザ
ー
に
付
与
さ
れ
た
権
限
の

組
み
合
わ
せ
が
職
務
分
掌
上
適
切
か
ど
う
か
で

あ
る
。
組
織
変
更
へ
の
対
応
も
考
慮
す
る
と
、

権
限
設
定
の
妥
当
性
チ
ェ
ッ
ク
を
人
手
で
行
う

に
は
限
界
が
あ
る
。

そ
こ
で
、
同
社
は
権
限
の
妥
当
性
チ
ェッ
ク
を

自
動
的
に
行
う
ツ
ー
ル
の
導
入
に
踏
み
切
っ
た
。

例
え
ば
、
特
定
社
員
に
仕
入
先
登
録
権
限
と

支
払
処
理
権
限
が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
と
ツ

ー
ル
が
自
動
検
出
し
、
架
空
送
金
リ
ス
ク
の
あ

る
社
員
と
い
う
形
で
レ
ポ
ー
ト
さ
れ
る
こ
と
に
な

る
。
同
社
は
、ツ
ー
ル
を
利
用
し
て
リ
ス
ク
の
洗

い
出
し
を
行
っ
た
後
、
三
ヵ
月
間
か
け
て
権
限
設

定
の
適
正
化
を
行
っ
た
。
E
R
P
の
盲
点
を
カ
バ

ー
す
る
ツ
ー
ル
の
活
用
も
内
部
統
制
対
策
に
欠

か
せ
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

職
務
分
掌
の
仕
組
み
を
自
動
化

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
�2

ビジネスプロセスの�
透明性の向上 42%

リスクの低減 9%

無回答 2%

統合化された財務・経理情報�
への信頼性向上 43% 準備期間とリソース不足から�

IT導入よりも文書化を�
優先させるべき 39%

IT先行導入を行って業務プロセス標準化、�
システムコントロールの強化を行った後、�
文書化を実施すべき 5%

図7●内部統制文書化プロジェクトと�
　　  IT導入による統制自動化について�

図9●ERM（全社的リスクマネジメント）の取り組みは�
　　  どのように組織されているか�

図8●財務報告にかかる内部統制強化を�
　　  実行するメリット�

法規制の違反防止 2%

投資家に対する�
株価での貢献 1%

担当はいない 6%

業務/ITを両面から効率的�
に整備するには同時進行が�
望ましい 51%

その他 5%わからない 1%無回答 2%

コンプライアンス・オフィサー�
などを任命 10%

コンプライアンスを専門に�
扱う新部署を設置 21%

上記2つを共に設置 18%

既存の部門に�
専任者を設置 11%

既存の部門に担当者を�
指名 29%

その他 3%
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F
O
が
対
応
策
と
し
て
選
択
し
て
い
る
。
E

R
M
、
内
部
統
制
強
化
に
あ
た
り
フ
レ
ー
ム

ワ
ー
ク
を
導
入（
ま
た
は
検
討
中
）し
て
い

る
と
答
え
た
C
F
O
は
約
六
割
に
上
っ
た

（
図
10
）。
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
強
化
、
実
行

す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
や
は
り
日

本
版
S
O
X
法（
四
八
％
）で
あ
る（
図
11
）。

そ
し
て
、
E
R
M
や
内
部
統
制
の
長
期
的

な
基
盤
を
構
築
し
、
統
制
自
動
化
と
費
用

低
減
を
支
え
る
の
が「
I
T
」の
価
値
と
考

え
て
い
る（
図
12
）。

企
業
を
取
り
巻
く
リ
ス
ク
は
多
様
化
し

て
い
る
。
企
業
の
不
祥
事
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
積
み
上
げ
て
き
た
企
業
の
信
頼
と
ブ
ラ

ン
ド
イ
メ
ー
ジ
が
一
瞬
に
し
て
破
壊
さ
れ
る

こ
と
を
考
え
る
と
、
多
様
化
す
る
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
、
リ
ス
ク
を
統
合
管

理
し
、
適
切
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
を

構
築
し
て
い
く
こ
と
は
企
業

の
死
活
問
題
で
あ
る
。
そ
し

て
、「
ガ
バ
ナ
ン
ス
」「
リ
ス
ク
管

理
」「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」の
導

入
を
企
業
に
根
付
か
せ
、
企

業
価
値
向
上
に
結
び
つ
け
る

た
め
に
は
、
高
い
倫
理
観
を

企
業
文
化
に
浸
透
さ
せ
、

「
ガ
バ
ナ
ン
ス
」「
リ
ス
ク
管
理
」

「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」の
一
貫

性
を
保
ち
つ
つ
コ
ア
と
な
る
業

務
プ
ロ
セ
ス
に
統
合
し
、
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
を
測
定
・
評
価
し
な
が
ら
改
善

を
行
い
、
I
T
の
活
用
に
よ
り
こ
れ
ら
の
実

効
性
・
効
率
性
を
高
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
今
後
の
企
業
課
題
と
な
り
そ
う
だ
。

ま
と
め

今
回
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、

日
本
版
S
O
X
法
を
法
令
順
守
と
い
っ
た
守

り
の
視
点
だ
け
で
な
く
、
こ
れ
を
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
出
発
点
と
し
て
考
え
、
個
別

の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
対
応
に
と
ど
ま
ら
ず
、

今
後
直
面
す
る
新
た
な
法
令
／
リ
ス
ク
を

統
合
管
理
し
、
経
営
に
活
か
そ
う
と
す
る

攻
め
の
視
点
を
持
っ
た
企
業
の
多
さ
で
あ

る
。
リ
ソ
ー
ス
、
期
間
な
ど
ク
リ
ア
す
べ
き
課

題
は
多
い
も
の
の
、
横
目
で
他
の
企
業
の
様

子
を
伺
い
な
が
ら
、
具
体
的
な
内
部
統
制

や
E
R
M
、
業
務
改
革
に
向
け
た
施
策
実

施
の
決
断
を
し
て
い
る
の
も
確
か
で
あ
る
。

投
資
に
対
す
る
リ
ス
ク
リ
タ
ー
ン
を
作
り

こ
む
た
め
に
は
、
投
資
家
の
み
な
ら
ず
ス
テ

ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
不
祥
事
か
ら
守
り
、
企
業

価
値
向
上
の
ベ
ー
ス
と
な
る「
ガ
バ
ナ
ン
ス
」

「
リ
ス
ク
管
理
」「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」の
仕
組

み
、
事
業
ご
と
に
投
下
資
本
と
リ
ス
ク
リ
タ

ー
ン
を
可
視
化
す
る
仕
組
み
、
リ
ス
ク
リ
タ

ー
ン
に
基
づ
き
手
持
ち
事
業
の
見
直
し
を

行
う
事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
管
理
の
仕
組

み
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
仕
組
み
は

「
業
務
プ
ロ
セ
ス
」と
い
う
形
で
具
現
化
さ
れ

る
。「
業
務
プ
ロ
セ
ス
」を
実
行
し
成
果
を
作

り
こ
む
の
は「
人
」で
あ
る
。
そ
し
て
、「
業
務

プ
ロ
セ
ス
」の
実
行
力
を
助
け
、
変
化
を
支

え
る
こ
と
が
I
T
の
価
値
で
あ
る（
注
3
）。

日
本
版
S
O
X
法
へ
の
対
応
に
迫
ら
れ
る
今

が
、
グ
ル
ー
プ
レ
ベ
ル
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
リ
ス
ク
管

理
や
業
務
／
I
T
の
標
準
化
・
効
率
化
を
推

進
し
、
リ
ス
ク
リ
タ
ー
ン
、「
成
長
」と「
内
部

統
制
」を
支
え
る
事
業
基
盤
を
整
備
す
る

良
い
機
会
で
あ
る
と
い
え
る
。

（
注
1
）：

二
〇
〇
六
年
八
月
二
四
日
時
点

（
注
2
）：

C
F
O
F
O
R
U
M
第
11
号

（
二
〇
〇
四
年
一
二
月
発
行
）

「
財
務
報
告
と
内
部
統
制
」参
照

（
注
3
）：
C
F
O
F
O
R
U
M
第
17
号

（
二
〇
〇
六
年
六
月
発
行
）

「『
成
長
』と『
内
部
統
制
』の
両
立
」参
照

米国事例から、セキュリティ／ユーザーアクセスは�
ＩＴ統制における最重要課題であることが伺えます。�
�

情報システムにフォーカスすると…�

出所 : �
Emerging Trends in Internal Controls �
U.S.-Listed Foreign Private Issuers�
Second Survey and Section �
404 Reference  (Ernst & Young)�
�

参考情報�

●情報システムの統制における課題�
�

●米SOX法404条（財務報告に係る内部統制の有効性評価）に関連した�
　統制で、重大な修正が必要となった分野�

セキュリティ／�
ユーザーアクセス 41%�
�

インフラストラクチャ 21%

変更管理 20%

データ保護 18%
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その
他�

グローバル規模の�
競争環境 11%

日本の会計基準・�
法規制への対応 29%

競合企業の先進的な対応 1%

日本版SOX法への対応 48%

コンサルティング会社を�
活用中 10%

社内調査に基づく�
独自の基準を作成中 26%

図10●ERM・内部統制強化への取り組み状況�図12●ERMと内部統制という観点から、最もITに�
　       期待する分野�

図11●ERM・内部統制のフレームワーク強化を�
           検証・実行するきっかけ�

相次ぐ企業不祥事 4%

わからない 1%

実行していない 2%

リスクを管理 4%

フレームワーク導入済 10%

フレームワークを部分的に�
導入 14%

導入検討中 34%

その他 3%その他 4% 導入の予定はない 3%無回答 1%

準拠に要する継続的な�
コストを削減 16%

内部統制プロセスを�
自動化 38%

継続的な準拠体制を�
徹底、監視 38%

会計基準の変化への�
柔軟な対応を支援 4%


